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連絡
学　校 保護者

② ①

(救急車)

病　院

★新型コロナウイルス感染症対応★　地域の感染状況により変更する場合があります

　以下の場合、学校へ連絡し、登校を控えてください
　　(1) 生徒に風邪症状がみられる場合
　　(2) 同居家族に風邪症状がみられる場合
　　(3) 同居家族や生徒本人が濃厚接触者と特定された場合
　　(4) 生徒や同居家族がＰＣＲ検査を実施し、検査が出るまでの期間
　　　　※ＰＣＲ検査の結果が陰性であれば、登校は可
　　(5) 生徒や同居家族が陽性と判断された場合

《急を要さない時》
①保護者に｢お迎え｣を要請し、医療
　機関での受信を依頼する

《急を要する時》
②学校で医療機関に連れていく
　(救急車を要請する場合もある)
　＊保護者は保険証持参の上、病院
　　へ向かう
③受診結果を学校に報告する

在校時

登下校時

伊豆市立天城中学校
伊豆市月ヶ瀬８５５
TEL 0558(85)0075

在宅時

①連絡を受けたら、直ちに現場に急行する
　・救急車等の要請、応急処置
　・警察への連絡
　・けが人に同行して病院へ
　→家庭への連絡、確認

②学校による現場確認
　・現場確認
　　(状態、時刻、場所、状況など)
　→再発防止策の検討

・ケガの状態、病気の程度や状況、
　緊急時の対応について、学校に確
　認する
・以後の対応は、学校で起きた場合
　と同じ

＊現地が遠距離のため、駆けつけるのが難しい
　場合は、学校と家庭で相談の上、対応する

◎学校でケガや病気になった時

◎校外学習中にケガや病気になった時

担任等
(引率者)

学　校

よく見える場所に掲示してください

登下校中の交通事故の発生時

地震(南海トラフ地震に関する情報発令等を含む)の時
臨時情報等解除後

不審者の出没や事件等の発生時

学校・家庭　相互確認版

在宅時

・学校から連絡があるま
では、自宅（または避難
所）で待機する

・学校から登校再開の連
絡があっても、地域に
よって危険のある場合は
避難を継続する

・大規模地震の可能性が
なくなったわけではない
ことに留意しつつ、地震
の発生に注意しながら通
常の生活を行う

南海トラフ地震臨時情報（調査中）、巨大地震警戒対応・注意対応

・家庭、もしくは学校の近い方に避難する
・学校で安全確保後、旧月ヶ瀬小体育館に避難する

・学校で安全確保後、旧月ヶ瀬小体育館に避難する

・登校を見合わせ自宅に待機する(状況によって指定避難所に避難する)
＊学校からの連絡を待つ
・生徒は、家族や自主防災本部の指示に従う

大規模地震発生時

・頭を守る(自分の命は自分で守る)
・危険な場所には近づかない
・揺れが収まったら安全な場所へ移動する

・運動場へ避難　⇒　旧月ヶ瀬小へ避難

・安全な場所に避難し、身を守る
・状況によって指定避難所に避難する
＊学校からの連絡を待つ

登下校時
に出没

《登校前》
・６：００の時点で伊豆地方に｢大雨警報｣と｢暴風警報｣が
　同時に発令された場合、７：００まで自宅待機とする
　＊６：００から６：３０の間に、メールで｢通常登校｣か
　　｢休校｣かの判断を連絡する
　＊その他、登校が危険と判断される状況の場合も｢休校｣
　　の連絡をすることがある
　＊｢通常登校｣の連絡があっても、居住地区の状況により
　　保護者が危険と判断した場合は登校を見合わせ、学校
　　に連絡する
《在校中》
・天候の状態、交通事情等を見ながら学校が判断し、早め
　に下校させる等の特別な措置をとる場合は、メールで連
　絡する
＊自力での下校が困難な場合は、引き渡しを実施する

在校時

学校(校外活動)でケガや病気になった時

R4.4.1版

令和４年度　天城中学校　安心安全のための危機対応マニュアル

《屋外》
・速やかに屋内に避難する
《屋内》
・窓から離れ、頭を守る

・建物内に避難し、低姿勢で頭を
　守る
・家庭、もしくは学校に避難する

・自宅待機
　→安全確認後に登校する

◎インフルエンザの疑いがある場合
〈流れ〉
　①保護者・学校で事実の確認
　②病院にて受診
　③医師の診断
　④診断結果の報告
　　→感染症ではない→復調後に登校する
《インフルエンザ感染症に罹患した場合》
　⑤病院で｢罹患証明書｣を受け取る
　⑥学校に連絡し、出席停止となる
　　･｢罹患証明書｣をもらわなかった⇒来校
　　･停止期間中の経過を証明書に記録する
　⑦発症後５日かつ解熱後２日⇒登校可
　⑧登校時に証明書(保護者署名・捺印)を
　　持参
◎その他の感染症の疑いがある場合
〈流れ〉
　①保護者・学校で事実の確認
　②病院にて受診
　③医師の診断
　④診断結果の報告
　　→医師の指示通りに対応

・全職員で安全確保に努める
　→警察、保護者に連絡
　　湯ヶ島交番　　８５－０１１０
　　青羽根駐在所　８７－００４４
　　大仁警察署　　７６－０１１０

・駆け込み１１０番の家などに避難
　する。
　→警察、保護者に連絡
　　大仁警察署　　７６－０１１０
　(発生時間、場所、状況、不審者の特徴等)

　→　その後、学校へ連絡

・状況に応じて、集団下校や引き渡し
　等の判断をし、メールで連絡する
・登下校に危険があるような事件や事
　故が起こった場合も、同様とする

＊対応にご協力をお願いします

在校時に
情報把握

Ｊアラート発令時

学校へ
の侵入

台風・暴風等の発生時

インフルエンザ等の感染症の疑いがある時

登下校時

＜旧月ヶ瀬小体育館へ避難＞メールで引き渡し実施を連絡（メールが送れない場合も月ヶ瀬小への避難が基本）

避難経路（通学路）が崩れるなど、危険な場合は天城中グラウンドで安全確保

＊自宅を離れて避難することを想定し、避難場所を玄関等に掲示するなど、安否確認がとれる準備をしておきましょう。

＊大規模地震（震度５以上）の翌日以降は、学校からの連絡があるまで自宅に待機させてください。


